
13 － 12
18 － 14
14 － 10
8 － 17
6 － 4

主審 副審

別府北部 赤江
No. 得点 3P 2P FT Ｆ R As No. 得点 3P 2P FT Ｆ R As

4 ＊ (C) 20 1 6 5 4 0 0 4 0 0 0 0 1 0 0

5 ＊ 14 0 7 0 5 0 0 5 - - - - - - -

6 - - - - - - - 6 ＊ (C) 4 0 2 0 1 0 0

7 - - - - - - - 7 ＊ 25 0 10 5 2 0 0

8 ＊ 2 0 1 0 2 0 0 8 ＊ 16 0 7 2 5 0 0

9 ＊ 14 4 1 0 3 0 0 9 ＊ 1 0 0 1 2 0 0

10 ＊ 6 1 1 1 1 0 0 10 ＊ 11 0 4 3 3 0 0

11 - - - - - - - 11 - - - - - - -

12 3 0 1 1 1 0 0 12 - - - - - - -

13 - - - - - - - 13 - - - - - - -

14 - - - - - - - 14 - - - - - - -

15 - - - - - - - 15 - - - - - - -

16 - - - - - - - 16 - - - - - - -

17 - - - - - - - 17 - - - - - - -

18 - - - - - - - 18 - - - - - - -

59 6 17 7 16 0 0 57 0 23 11 14 0 0

＊…スターター　(C)…キャプテン　3P…3点シュート　2P…2点シュート　FT…フリースロー　Ｆ…ファウル　Ｒ…リバウンド　As…アシスト
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警告：合計が違います

○(大分1位)

15:20

OT1 OT2

男子2回戦

別府北部 59 57 赤江
(宮崎1位)●

警告：合計が違います

2回戦第1試合は、大分県代表別府北部中と宮崎県代表赤江中の対戦となった。

立ち上がり、両チームともにマンツーマンディフェンスでスタート。北部中は、早いタイミングでボールマンにプレッシャーをかけミスを誘う。赤江中は、高さをいかして、リバウンドを支配し、開始3分間は、両チームともになかなか得点に結びつ

かない展開となった。

1Q残り4分、北部中は誘ったミスから速攻やドライブで得点を重ねる。対する赤江中は、#7宮崎や#8熊瀬川のツインセンターを中心にポストプレーで得点を伸ばす。両チーム一進一退の攻防で、13-12で1Qを終了する。

2Q北部中は、オールコートマンツーマンでオフェンスミスを誘い#12川原のドライブ、#9熊谷の3Pで得点を重ねる。赤江中も1-2-2のマッチアップゾーンで対抗。オフェンスでは、ポストプレーを中心にした攻めと、#10松浦のミドルシュート、#6
大岩本のドライブで応戦。31-26と北部中が5点リードで、前半を終了した。

3Q北部中は、インサイドへのドライブを利用して、赤江中のファールを誘う。赤江中#8熊瀬川が4つ目のファールで交代すると、#9熊谷から#4西山､#5糸永へとパスを回してリング下のシュートを決める。その後ドライブを中心に攻撃を組み

立て、流れを引き寄せようとする。赤江中は、#7宮崎のローポストからの1on1で得点を狙う。北部中のチームファールが5本に達し、#10松浦のドライブやフリースロー等で得点する。45-36で3Qを終了した。

4Q赤江中は、#8熊瀬川をコートに戻し高さで優位にたつ。#10松浦のドライブとツインセンターのポストプレーで、3連続ポイントを決め46-42と得点差を縮める。北部中も、必死にディフェンスをかため、#9熊谷や#10阿部の3Pで逃げ切りを図

る。残り3分、赤江中は#7宮崎にボールを集め確実に加点していく。北部中は、残り2分15秒から1分19秒までオフェンスリバウンドを支配しボールをキープし続ける。その後、赤江中の攻めに対して、北部中#5糸永の見事なブロックショットが

決まり、#7宮崎のシュートを防いだ。

残り29秒で赤江中がタイムアウト。赤江中#8のシュートが決まり1点差になった残り23秒で、北部中がタイムアウト。北部中はストーリングを図るが、残り8秒で赤江中ボールとなる。赤江中#8がファールをされながらリング下のシュートを決め

て逆転。フリースローも決まり、残り4秒で赤江中が2点差をつける。北部中は、#4西山がドライブでファールを誘いフリースローをもらう。2本とも決め、53-53の同点となり、延長戦に突入した。

延長開始直後、北部中#4西山がシュートをきめる。赤江中#8熊瀬川のリング下のシュートで同点にする。その後、北部中#5糸永のリング下のシュート、赤江中#7宮崎のミドルシュートで得点し、お互い譲らない展開が続く。残り14秒で、北

部中#4西山ドライブに対し赤江中がファールをする。フリースローを1本決め、1点リードする。両チームとも退場者を出す激しい攻防のすえ、北部中が2点差を守り勝利した。お互い譲らず、最後までボールを追いかける姿は、見るものを感

動させた。
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